
 
平成 31 年 1 月 24 日 

                                     中 部 地 方 整 備 局 

木 曽 川 上 流 河 川 事 務 所 

岐 阜 市 

 

～ 平成３０年７月豪雨の教訓を踏まえ、水防災について学びます ～ 

「長良川の水害から身を守るには」 

 

概 要 

甚大な被害をもたらした昭和 51 年 9 月の安八水害から 42 年、長良川は再び大きな洪水に見

舞われました。 

この「平成 30 年 7 月豪雨」をふりかえり、いつか必ず発生する「施設では守り切れない大洪水」

からどのように身を守るか、小学生から市長、学識者まで、みんなで一緒に考えることで、長良川

から水防災意識社会の再構築を目指します。 

 

 

 

１．開催日時  平成 31 年 2 月 24 日（日） 10：00～12:00 【9:30 開場】 

参加費 ： 無料  

定  員 ： 500 名  

※ 会場が定員になり次第、入場をお断りさせて頂く場合がございます。 

 

２．開催場所  じゅうろくプラザホール 【JR 岐阜駅前】 

          岐阜市橋本町 1 丁目 10 番地 11 

 

３．プログラム 

【第一部】 

基調講演① 「頻発する豪雨災害と気候変動」   

名古屋大学名誉教授 辻本 哲郎 氏 

基調講演② 「平成 30 年 7 月豪雨災害の教訓 －自主避難の大切さ－」 

         関市長 尾関 健治 氏 

防災教育事例発表 「岐阜市立岐阜小学校での防災教育の取組み」 

         岐阜小学校教諭 篠田 龍祐 氏、岐阜小学校６年生児童 

【第二部】 

   パネルディスカッション「大雨、その時私たちはどのように行動すべきか」 

   パネリスト：岐阜市長 柴橋 正直、岐阜市水防協会長 戸本 敏夫 氏 

岐阜小学校教諭 篠田 龍祐 氏、岐阜県県土整備部河川課長 井上 清敬 氏 

木曽川上流河川事務所長 堀 与志郎 



 
 

 

４．取材について 

取材に当たっては、事前登録をお願いします。 

取材をご希望の方は、別紙取材登録書をご記入のうえ、2 月 21 日（木）12:00 まで、に、次項の

メールアドレスまたはＦＡＸ番号まで送信をお願い致します。 

 

【取材登録書】 

FAX 番 号 058-251-1150     

 メールアドレス cbr-kisojyo-chosa@mlit.go.jp 

 

５．解禁  指定なし 

 

６．配付先 中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ 

 

７．問い合わせ先  国土交通省中部地方整備局 木曽川上流河川事務所  

副所長 水野 徹 

調査課長 三國谷 隆伸 

電話：058-251-1321（代表） 

 

  



別紙「取材登録書」 

「長良川の水害から身を守るには」 

取材登録書 

 

取材をご希望される報道機関におかれましては、事前登録のためこちらの取材登録書を

ご記入のうえ、期限までにＦＡＸまたはメールにて送信をお願い致します。 

 

送信期限 平成 31 年 2 月 21 日（木）12 時 00 分まで 

 

１．報道機関名                

２．取材者 

(1)お名前（複数名の場合、代表者名） 

                      

(2)ご連絡先 TEL             

(3)取材人数              人 

  (4)テレビカメラの有無    有 ・ 無  

 

３．取材登録書送信先 

ＦＡＸ番号   058-251-1150 

メールアドレス cbr-kisojyo-chosa@mlit.go.jp 

 

 

 

 

 






